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      2025年 12月 10日 

株式会社ＡＣＳＬ 
 

ＡＣＳＬ、福島県南相馬市で実施のエリア単位でのレベル 4飛行配送実証に機体提供 
 
 ＡＣＳＬは、イームズロボティクス株式会社が「国家戦略特区新技術実装連携“絆”特区」の福島県

南相馬市にて実施するエリア単位でのドローンレベル４飛行配送実証に「PF2-CAT3」を提供 
 PF2-CAT3 は第一種型式認証を国内で唯一取得している機体で、複数のレベル４飛行実証実験で

の使用実績 
 エリア単位でのレベル 4 飛行により、地域に点在する物流需要に応える低コストかつ持続可能な

物流ネットワークの構築を目指す 
 
株式会社ＡＣＳＬ（本社：東京都江戸川区、代表取締役 Co-CEO：早川研介・代表取締役 Co-CEO：寺

山昇志、以下、ＡＣＳＬ）は、イームズロボティクス株式会社が 2025年 12月 9 日に福島県南相馬市鹿
島区にて実施した、エリア単位での許可・承認を受けたドローンのレベル 4 飛行（有人地帯における目
視外飛行）による荷物配送・集荷の実証実験（以下、本実証）に、第一種型式認証取得機体「PF2-CAT3」
を提供いたしましたので、お知らせいたします。 
 

 
 
■PF2-CAT3について 

PF2-CAT3（正式名称：ACSL式 PF2-CAT3型）はレベル 4飛行に対応すべく開発された機体で、2023
年 3月に日本で初めて第一種型式認証を取得しました。 
型式認証制度とは、国土交通省が航空法に基づき、特定飛行に資することを目的とする型式の無人航空

機の強度、構造及び性能について、設計及び製造過程が安全基準及び均一性基準に適合するか検査し、安
全性と均一性を確保するための認証制度です。航空法等の改正によるレベル４飛行の解禁に合わせて
2022 年 12 月より開始されました。第一種型式認証を受けた型式の無人航空機は、レベル４飛行の要件
である第一種機体認証の検査の一部が省略されます。 

PF2-CAT3 は国内初の第一種型式認証取得機種として、ドローン配送の社会実装推進に資する複数の
国内のレベル４飛行実証実験に用いられています。 

実証の様子―PF2-CAT3 実証の様子―地上局 
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※レベル４飛行について 
ドローンの目視外飛行は、操縦者が直接機体を視認できない状態での運用を指し、飛行環境に応じて分

類されます。無人地帯での目視外飛行は「レベル 3 飛行」、有人地帯での目視外飛行は「レベル 4 飛行」
とされており、レベル 4飛行は 2022年 12月の航空法等の改正により新たに解禁されました。 
レベル 3 飛行は、山間部や離島間の海上など、飛行可能なエリアに制限がある一方で、レベル 4 飛行

の実現により、市街地でのドローン配送や施設点検など、より多様な用途への展開が可能となります。こ
れにより、ドローンの社会実装が加速し、利便性や効率性の向上が期待されています。 
 
【機体概要】 

項目 概要 
機種名 ACSL式 PF2-CAT3型 

第一種型式認証、第一種機体認証取得 
外寸 1,174mm×1,068mm×601mm 

（プロペラ含む） 
重量  
 

機体:5.53kg／バッテリー:3.27kg 
最大ペイロード:1.00kg 
最大離陸重量 9.80kg 

最大飛行時間 17.5分（最大離陸重量時） 
最高速度 水平:10m/s(36km/h)、上昇:3m/s、下降:2m/s 
飛行方式 電動・自律制御 
監視方式 地上局 PC画面上で挙動監視 

異常時警報表示、緊急着陸などの指示に対応 
その他 非常用パラシュートを搭載 

運航時は最大 1.0kgの荷物などを搭載 
風速 10m/s まで運航可能 

 
■本実証の概要 
本実証は、内閣府が「国家戦略特区新技術実装連携“絆”特区」として定める長崎県・福島県を対象とし

た「令和７年度 先端的サービスの開発・構築及び規制・制度改革に関する調査事業」の一環として実施
され、ＡＣＳＬはレベル 4飛行に対応した機体「PF2-CAT3」の提供と運用を担いました。 
南相馬市を含む被災 12市町村では、震災以降、物流事業者や小売店の撤退により、日常生活に必要な

物資の調達が困難な地域が依然として存在しています。避難指示解除後に住民が戻りつつあるものの、物
流・商業サービスの密度は震災前と比べて低く、生活再建や帰還の促進における大きな課題となっていま
す。 
こうした中、地域の市場規模が小さいために既存の物流インフラを再構築することは収益的に難しく、

各事業者単独でのサービス再開は困難な状況にあります。一方で、地域に点在する物流需要を横断的に取
りまとめ、無人ソリューション（ドローン）を活用することで、低コストかつ持続可能な物流ネットワー
クの維持が期待されています。 
さらに、国道・鉄道・高速道路・住宅地上空での運航配送の実現を視野に入れ、被災地発の新たな物流・

PF2-CAT3 
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モビリティモデルとして、全国の過疎化地域にも展開可能な持続的地域物流の社会実装モデルを提示す
ることを目的としています。 

 
ＡＣＳＬは、日本のドローン業界をリードしていくメーカーとして、今後も物流分野におけるドローン

の社会実装を通じた「持続可能な物流」の実現に向けて機体開発や運用支援等の取り組みを進めてまいり
ます。 
 
 
【株式会社ＡＣＳＬについて】 https://www.acsl.co.jp/ 
ＡＣＳＬは、産業分野における既存業務の省人化・無人化を実現すべく、 国産の産業用ドローンの開発
を行っており、特に、画像処理・AI のエッジコンピューティング技術を搭載した最先端の自律制御技術
と、同技術が搭載された産業用ドローンを提供しています。既にインフラ点検や郵便・ 物流、防災など
の様々な分野で採用されています。  
 
【このニュースリリースへのメディアからのお問い合わせ】 
株式会社ＡＣＳＬ 広報担当（Tel：03-6456-0931 Email：pr@acsl.co.jp） 
 

以 上                

https://www.acsl.co.jp/
mailto:pr@acsl.co.jp

